
１． はじめに 
（１）背景と目的 
温室効果ガスにより地球温暖化や気候変動が生じるな

ど、地球環境や都市環境が悪化している。緑は地球環境

や都市環境を改善するための大切な要素のひとつである。

一方で、都市内には緑が少ないという現状がある。今後

は、公園や河川敷等の公共空間の緑だけではなく、個々

の住宅を含む民有地の緑化が必要だと考える。住宅の緑

化の方法については、庭の緑化の他、屋上緑化や壁面緑

化がある。集合住宅ではバルコニーで植物栽培が可能で 

写真1 花台の外観（左）とバルコニーの内側（右） 

あるが、集合住宅の一部では緑化を推進するため、バル

コニーに花台（写真 1）が設けられている。 

花台とは、住戸のバルコニーの手摺壁の一部に設けら

れた植木鉢やプランターを置くためのスペースである。

花台での植物栽培は CO2 の吸収だけではなく、日射の遮

蔽効果があり、夏季の冷房負荷を低減でき、室内環境の

省エネルギー化が実現できる。また、花台やバルコニー

での植物栽培は、住民の健康や生きがいの場になりえる。

住戸の雰囲気づくりにも有効であり、豊かな居住空間が

できるとともに、近隣コミュニティ形成の媒介にもなり

得る。さらに、外部から見た良好な景観形成にも役立つ。

一方で、花台で植物を栽培すると、様々な問題も生じる。

例えば、バルコニー空間が狭くなったり、バルコニーが

汚れやすくなったり、害虫が発生したり、植木鉢が落下

するといった危険性も考えられる。 

花台には直方体、三角錐状、段状など様々な形状が見

られる。本研究では、大阪市営住宅の花台がある住戸を 
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いる場合、住民は低いホ౯を下すഴྥがあるࡇとを᫂ら

かにしている。బ㔝ら ��・ᓊ川ら ��・6DFNR ら ��は建築物

の緑化は生ែ⣔の඘実や࣓࢔ニティをྥ上できるが、害

虫や落葉の問題があり、住宅を緑化する㝿には、ィ⏬段

㝵からなࢇらかのᥐ置を考えて࠾くࡇとや居住⪅のព㆑

改㠉が必要であるࡇとをᣦ᦬している。上⏣ら ��は主要

㐨㊰ἢいのᲷはバルコニー緑化の✚ᴟ性が上がるഴྥが

あり、下ᒙ㝵では緑化にᑐする✚ᴟ性が㧗くなり、ࡑの

理⏤は࣋ランࢲを㞃ࡑうとしたり、美しく見ࡏようとす

るព㆑があるࡇとをᣦ᦬した。୰谷ら ��はバルコニーが

༡、ᮾྥき࠾よࡧ手摺壁の場合、また、手摺壁が日射㏱

㐣壁の場合は自主緑化をㄏ発しやすいࡇとを᫂らかにし

ている。大浦ら 1��はバルコニーの面✚をᗈࡆるࡇと、低

ᒙの集合住宅にするࡇと、ᑓ⏝庭を設けるࡇとでバルコ

ニーの緑化をㄏ発しやすくなるࡇとを᫂らかにしている。 

௨上のような᪤ 研究はあるが、花台に╔┠した᪤ 

研究は見られࡎὀ2�、本研究の᪂つ性はࡇࡑにあると考え

る。研究ᑐ㇟の㑅ᐃ方法࠾よ࢔ࡧンࢣーࢺ内ᐜについて

は᪤ 研究をཧ考にした。 

（㸳）研究の௬ㄝ 

➨一にࠕ花台により、バルコニーの緑化⋡が㧗くなる

ഴྥにあるࠖという௬ㄝである。花台があるࡇとによっ

て、自主緑化のពḧが上がると考えた。 

➨஧にࠕ花台による緑化の┠ⓗのひとつは都市緑化の

ためであるࠖという௬ㄝである。᪤ 研究により、バル

コニーの緑化理⏤のひとつとして㏻⾜ேに緑が美しく見

られる。バルコニーࡆとがᣲࡇようとするព㆑があるࡏ

の手摺壁に設けられた花台により、外部から緑が見えや

すくなると考えられるࡇとから、ࡇのような௬ㄝが成り

立つと考えた。 

➨三にࠕ低ᒙ㝵の住戸の花台の緑化⋡は㧗いࠖという

௬ㄝである。᪤ 研究により、外から࣋ランࢲを㞃すよ

うに㐨㊰ἢいと低ᒙ部のバルコニーの緑化⋡ཬࡧ緑化ព

ḧが㧗いࡇとが᫂らかとなっている。バルコニーに設け

られた花台もྠ様だと考えた。 

 ➨ᅄにࠕ花台空間は緑化௨外の஦᯶に฼⏝されている

可能性があるࠖという௬ㄝである。花台はバルコニーの

ᗋ面より㧗い఩置に設置されているため、収⣡スペース

やᒎ♧スペースとしてά⏝される可能性があると考えた。 

 ௨上 �つの௬ㄝについて、࢔ンࢣーࢺ⤖果をもとにゎ

᫂する。 

㸰�ㄪᰝ⤖ᯝ 

まࡎᅇ⟅⪅のᒓ性についてࡳると、୰㧗ᖺᒙ（��௦㹼

��௦、��㸣）、ዪ性（��㸣）、఍♫ဨ�主፬�↓⫋（��㸣）、

୰低ᒙ（2㹼�㝵、��㸣）がከい。 

ḟに、花台のㄆ㆑については、花台は緑化のための⿦

置だと▱っているᅇ⟅⪅は ��㸣で、▱らないᅇ⟅⪅は

1�㸣である。  

（１） ᳜≀の᱂ᇵ≧ἣ 

植物の栽培状ἣについて、バルコニー（花台を含む）

で植物を栽培しているᅇ⟅⪅は ��㸣であり、⣙ �๭のᅇ

⟅⪅は植物を栽培している（ᅗ 植ࠕ、の理⏤としてࡑ。（1

物が好き 花が好きࠕࠖ やすࠕࠖ

らࡄ 㚷㈹するためࠕࠖ のࠖᅇ⟅

が ��㸣௨上ある一方で、ࠕ他

の住戸と㐪いをฟすためࠖࠕ外

からの景観のためࠖࠕ地球環境

のため 都市環境のためࠕࠖ のࠖ

ᅇ⟅は �㸣௨下である（ᅗ 2）。 

ᅗ 1 バルコニー࡛の᳜≀᱂ᇵの᭷↓ 

ᅗ � バルコニー࡛᳜≀を᱂ᇵする⌮⏤�」ᩘᅇ⟅ྍ� 

 

ᅗ � バルコニー࡛᳜≀を᱂ᇵし࠸࡞⌮⏤�」ᩘᅇ⟅ྍ� 

ᑐ㇟として、花台฼⏝の現状や฼⏝方法、฼⏝する理⏤

等を࢔ンࢣーࢺㄪᰝによって᫂らかにするࡇとで、公営

住宅緑化のための花台の有効性を᳨ドするࡇとを┠ⓗと

する。 

（㸰）研究ᑐ㇟ᆅのᴫせ 
大阪市営住宅は大阪市඲ᇦにศᕸし、2�21 ᖺ現ᅾ、��2

ᅋ地 111���1戸ある。市営住宅のバルコニーの一部には

花台がᏑᅾする。花台は1��� ᖺから 2��� ᖺࢁࡈに❹工

した市営住宅のバルコニーに設置されている。花台があ

るᅋ地ᩘは1�2 ᅋ地 2����3戸（඲体の2�㸣）である。 

大阪市の市営住宅についての࣍ー࣒ペーࢪ等をཧ↷す

ると、大阪市の 2� ༊のう22、ࡕ ༊に市営住宅がある。

のࡑ 22༊の市営住宅のᅋ地ᩘ、Ჷᩘ、住戸ᩘ、建設ᖺᗘ

ཬࡧ花台があるᲷᩘ、花台があるバルコニーのྥきとࡑ

の๓面にある㐨㊰の有↓についてㄪᰝした⤖果、研究ᑐ

㇟住戸は花台があるバルコニーが༡ྥきで๓面に㐨㊰が

ある �1ᅋ地 ���13 住戸とした。研究ᑐ㇟の住戸のヲ⣽を

⾲ 1に♧す。༡ྥきで๓面に㐨㊰があるࡇとから、日ᙜ

たりが良く、植物栽培に㐺していると考えられる。さら

に、๓面㐨㊰からの景観をศᯒするࡇとが可能である（⾲

㸯ཧ↷）。 

（㸱）研究の᪉ἲ 
ᑐ㇟とする�1ᅋ地���13戸にᑐして࢔ンࢣーࢺㄪᰝを

実᪋した。࢔ンࢣーࢺㄪᰝのᴫ要は、1）ㄪᰝྡ：花台の

฼⏝に関する࢔ンࢣーࢺㄪᰝ、2）ㄪᰝ᫬ᮇ：2�21 ᖺ �

᭶㹼�᭶、3）ㄪᰝᑐ㇟：花台がある市営住宅�1ᅋ地 ���13

戸、�）ㄪᰝの方法：࣏スࢺᢞภ、㒑㏦ᅇ収、�）㓄ᕸᩘ：

�����（333 戸は空きᐙ）、�）ᅇ収 ：ᩘ3�2（有効ᩘは 3�3）、

�）ᅇ収⋡：��12㸣、有効ᅇ⟅⋡：����㸣である。 

⾲）ㄪᰝࢺーࢣン࢔ 2）のࢹータศᯒより、住民のᇶ

本᝟ሗ、花台・バルコニーの฼⏝状ἣ࠾よࡧ花台空間に

関するព見をᢳฟする。ḟに、࢔ンࢣーࢺ⤖果から花台

を฼⏝する理⏤をศᯒする。 

（㸲）᪤ 研究との関㐃 
集合住宅のバルコニー、⋞関࠾よࡧ公共空間に࠾ける

自主緑化のㄏ発࠾よࡧ環境共生のព㆑に関する᪤ 研究

については௨下の᪤ 研究がある。生川ら 1�は㧗ᒙ㝵の

住戸ཬࡧ⋞関が西ྥき௨外では緑化⾜動をㄏ発しやすい

とをᣦ᦬している。また、生川らࡇ 2�，3�は自主緑化をㄏ

発するには、住戸近ഐ部ศに空間ⓗなవ⿱を☜ಖするࡇ

と、住戸近ഐ部ศに居室が面するようにィ⏬するࡇとが 

㔜要であり、バルコニーの面✚࠾よࡧᖜとバルコニー内

の自主緑化に฼⏝されていない面✚との間に、ṇの┦関

があるࡇとを♧၀した。బ㔝ら ��は࢔ンࢣーࢺㄪᰝによ

り、緑化の手法が住民の฼౽性を≛≅にして⏝いられて 

 

⾲１ ㄪᰝᑐ㇟とする花台を᭷する大阪市営住宅୍ぴὀ1� 

 
⾲  ➼ㄪᰝの内ᐜࢺーࢣࣥ࢔ �
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1）花台࡛᳜≀᱂ᇵをする⌮⏤ 

花台で植物を栽培する理⏤をᑜࡡた⤖果、ࠕ日ᙜたりが

いいࠖというᅇ⟅の๭合が㧗い（�1㸣、ᅗ 㢼㏻しࠕ。（�

がいい ୡヰしやすいࠕࠖ 部屋から植物がよく見えるࠖࠕࠖ

植木鉢置場だからࠖというᅇ⟅はࠕ 3�㸣௨上あり、植物

の生⫱᮲௳を㔜どしているࡇとがศかる。一方、ࠕ日ᕪし

を遮る 外からの┠㞃しになるࠕࠖ 外から植物がよく見ࠕࠖ

える 他の住戸が花台を౑っているࠕࠖ 花台௨外のバルࠕࠖ

コニーは狭い とࠖいうᅇ⟅は1�㸣௨下であり、ᬬさよけ、

プラ࢖バࢩーなどは㔜どしていないࡇとがศかる。また、

花台だけで栽培するேのうࠕ、ࡕ花台があるから とࠖいう

ᅇ⟅は ��㸣と᭱も㧗かった（ᅗ �）。 

 

ᅗ � 花台࡛᱂ᇵࢀࡉて࠸る᳜≀の✀㢮�」ᩘᅇ⟅ྍ� 

  

写真 � 花台࡛᱂ᇵࢀࡉて࠸るከᵝ᳜࡞≀ 
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写真� 花台࡛᳜ᮌ㖊を࠿けて࠸る例（左）とࡘるして࠸る例（右） 

�）花台࡛᳜≀᱂ᇵをし࠸࡞⌮⏤ 

⣙ 2๭のᅇ⟅⪅は花台で植物を栽培していない。ࡑの

理⏤をᑜࡡた⤖果、ࠕୡヰしにくい 植木鉢等が外に落ࠕࠖ

ると஦ᨾになるࠖのᅇ⟅はࡕ ��㸣௨上で、͆ 花台は台㢼

᫬やᤲ㝖の᫬に植木鉢を⛣動するࡇとが大変で、Ỉはけ

が悪いので、ୡヰしにくい と͇いうព見もあった（ᅗ �）。

花台の⛣動性やᏳ඲性を㧗めるために、花台の㧗さやዟ

⾜きを᳨ウするࡇとや落下㜵Ṇ⟇を考える必要があると

ゝえる。 

�）花台࡛の᳜≀᱂ᇵのヲ⣽ 

花台で植物を栽培しているᅇ⟅⪅にᑐして͆何を栽培 

ᅗ 1� 花台࡛の᳜≀᱂ᇵ࡛用࠸て࠸るᮦᩱ�」ᩘᅇ⟅ྍ� 

   

写真 � 花台࡛ᅬⱁᨭᰕ�左�とࣛࢫࢳ（右）を౑ࡗて࠸る例 

 

ᅗ 11 花台に⨨ࢀ࠿て࠸る᳜ᮌ㖊のಶᩘ 

   

写真 � 花台にタ⨨ࢀࡉて࠸る᳜ᮌ㖊 

自ศ自㌟のたࡰ࡯の⤖果から、植物を栽培する理⏤はࡇ

めであり、都市環境や地球環境࡬の考៖はࡰ࡯ない。植

物を栽培していないேにᑐしてࡑの理⏤をᑜࡡた⤖果、

᪤ 研究とྠじように、ࠕ害虫がくる （ࠖ��㸣）というᅇ

⟅が᭱もከい（ᅗ 3）。虫の問題がゎỴすれば、植物を栽

培する住戸ᩘがቑຍすると考える。栽培する植物の✀㢮

を⤌ࡳ合ࡏࢃるࡇとによって害虫を㍍減できる可能性が

ある。ࠕバルコニーが汚れる 㝖が面ಽくさいᤲࠕࠖ ୡヰࠕࠖ

しにくい ୡヰする᫬間がないࠖというᅇ⟅はࠕࠖ 2�㸣௨

上ࡳられた。また、ࠕ隣᥋住戸の㏞ᝨになるࠖも 1�㸣⛬

ᗘࡳられるࡇとから、隣᥋住戸にᅵがὶれていったり、

落ࡕ葉が㣕ࢇでいったり、ᯞ・葉がఙࡧていくࡇとなど

をᠱᛕしているとᛮࢃれる。 

（㸰）᳜≀の᱂ᇵሙᡤ 

植物の栽培場ᡤについては、1）花台とバルコニーの୧

方で植物を栽培している住戸（௨下、୧方で栽培）、2）
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ルコニーで栽培）、�）花台とバルコニーの୧方とも植物

を栽培していない

住戸（௨下、栽培

していない）のᅄ

✀㢮にศけられる

（ᅗ �）。୧方で栽

培しているேと୧ 

                  ᅗ � ᳜≀の᱂ᇵሙᡤ 

 

ᅗ � 花台࡛᳜≀を᱂ᇵする⌮⏤�」ᩘᅇ⟅ྍ� 
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1）花台࡛᳜≀᱂ᇵをする⌮⏤ 

花台で植物を栽培する理⏤をᑜࡡた⤖果、ࠕ日ᙜたりが

いいࠖというᅇ⟅の๭合が㧗い（�1㸣、ᅗ 㢼㏻しࠕ。（�

がいい ୡヰしやすいࠕࠖ 部屋から植物がよく見えるࠖࠕࠖ

植木鉢置場だからࠖというᅇ⟅はࠕ 3�㸣௨上あり、植物

の生⫱᮲௳を㔜どしているࡇとがศかる。一方、ࠕ日ᕪし

を遮る 外からの┠㞃しになるࠕࠖ 外から植物がよく見ࠕࠖ

える 他の住戸が花台を౑っているࠕࠖ 花台௨外のバルࠕࠖ

コニーは狭い とࠖいうᅇ⟅は1�㸣௨下であり、ᬬさよけ、

プラ࢖バࢩーなどは㔜どしていないࡇとがศかる。また、

花台だけで栽培するேのうࠕ、ࡕ花台があるから とࠖいう

ᅇ⟅は ��㸣と᭱も㧗かった（ᅗ �）。 
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花台の⛣動性やᏳ඲性を㧗めるために、花台の㧗さやዟ

⾜きを᳨ウするࡇとや落下㜵Ṇ⟇を考える必要があると

ゝえる。 
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花台で植物を栽培しているᅇ⟅⪅にᑐして͆何を栽培 
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ると஦ᨾになるࠖなどの理⏤でࡕ植木鉢などが外に落ࠕ

花台を฼⏝しないᅇ⟅⪅は⣙ ��㸣である。ࠕ▱らないࠖ

では、୧方↓栽培の๭合が㧗いが、花台で植物を栽培す

る๭合は 2�㸣（୧方で栽培の๭合と花台で栽培の๭合の

合ィ）௨上がある。ࡇの⤖果から、花台の฼⏝法がࢃか 

らなくても、花台で植物を栽培できるࡇとがศかる。 

（㸴）花台の᳜≀᱂ᇵ௨外の利用≧ἣ 

1�᳜≀᱂ᇵ௨外の花台の利用≧ἣ 

植物栽培௨外の花台の฼⏝状ἣをศᯒした⤖果、植物

栽培௨外の฼⏝をࠕしているࠖᅇ⟅⪅では、バルコニー

で栽培（1���㸣）と୧方↓栽培（33�3㸣）の๭合は㧗い

一方で花台だけで栽培は 2��㸣と低いࡇとから、花台で

植物を栽培すると他の฼⏝がしにくくなるࡇとがࢃかる

（ᅗ 1�）。 

��᳜≀᱂ᇵ௨外の花台の利用᪉ἲ 

植物栽培௨外の花台の฼⏝方法と฼⏝状ἣをศᯒした

⤖果、඲体から見ると㣭り物を置いているᅇ⟅⪅ �ྡ୰

一ྡは植物と㣭り物一⥴に置いて࠾り（ᅗ 1�）、植物を

㣭り物の⫼景や㣭り物と⤌ࡳ合ࡏࢃて、雰囲気づくりに

役立てている。一方、ࠕ物置ࠖとࠕᕸᅋ等をᖸしࠖでは、

花台で栽培すると物ᖸしや物置の㑧㨱になり、ᕸᅋやὙ

℆物が汚れる可能性があるため、花台で栽培する๭合が

低くなると考えられる。௨上の⤖果から、植物の栽培ス

ペースと物ᖸしのスペースはศける必要があるといえる

（写真 �）。 

 

㸱�⤖ㄽ 

௬ㄝ 花台により、緑化⋡が㧗くなるഴྥにあるࠖࠕ（1

については、植物栽培の๭合は༙ศ௨上あり、花台で植

物を栽培しているேは ��㸣でࡳられた。また、ᅇ⟅⪅の

�㸣は花台だけで栽培するとᅇ⟅して࠾り、ࡑの理⏤では、

花台があるからࠖというᅇ⟅が����㸣と᭱もከい。௨ࠕ

上の⤖果、花台があるࡇとで植物を栽培するᅇ⟅⪅が඲

体の ��3㸣Ꮡᅾするࡇとから、花台には緑化⋡をྥ上さ

ୡヰしにくいࠕ、る効果があるとゝえる。一方でࡏ 植ࠕࠖ

木鉢等が外に落ࡕると஦ᨾになるࠖ等のཎᅉで、花台に

植物を栽培しないという現状もある。 

௬ㄝ 花台緑化の┠ⓗのひとつは都市緑化のためでࠕ（2

あるࠖについては、花台で栽培しているேは都市緑化に

関ᚰはないという⤖果だった。花台は住戸ഃにྥいて࠾

り、外部からは見にくくࡇとがᙳ㡪していると考えられ

る。都市緑化に㈉⊩するためには、花台が外部からも見

えるようにする必要があるだࢁう。 

௬ㄝ 低ᒙ㝵の住戸の花台の緑化⋡が㧗いࠖについࠕ（3

ては、㝵ᩘと緑化⋡には関ಀ性は見られなかった。 

௬ㄝ 花台空間は緑化௨外の஦᯶に฼⏝されているࠕ（�

可能性があるࠖについては、植物栽培௨外の花台の฼⏝

は 12㸣でࡳられた。ࡑの୰でもࠕᕸᅋ等をᖸすࠖのᅇ⟅

が᭱もከい。花台を物ᖸしや物置として฼⏝する場合、

ᕸᅋやὙ℆物が汚れる可能性があるため、植物栽培する

๭合は低くなる。 

 ௨上の⤖果から、物が落下しにくいように㓄៖した上

で、地上㝵から植物が良く見えるように花台を設ィする

必要性があり、ୡヰしやすい㧗さとᖸし物などを㑧㨱し

ない఩置にィ⏬するࡇとが㔜要だとゝえる。また、植物

栽培௨外の花台の฼⏝が減少するように、༑ศなバルコ

ニー空間も必要だと考えられる。 

 

㸲�⪃ᐹ 

 ᪤ 研究 ��からは、外からの┠⥺を㞃したり、㏻⾜ே

に緑をឤじさࡏるため、バルコニーの手摺壁を日射㏱㐣

壁にすると自主緑化をㄏ発しやすいࡇとが♧၀された。

しかし、花台の場合、植物は外から見えにくく、住民は

都市緑化のために花台で植物を⫱てるࢃけでないという

⤖果から、花台は都市緑化ྥ上のために設ィされたもの

ではなく、室内からのどⅬで設ィされた可能性が㧗いと

考えられる。 

 

㸳�௒ᚋのㄢ㢟 

また、本࢔ンࢣーࢺㄪᰝはᅇ収⋡が ��1㸣と低く、花

台に関ᚰのあるᒙに೫っている可能性があるため、┠ど

ㄪᰝをేࡏて実᪋する必要がある。また、ᖺ㱋・居住Ṕ・

日୰のᅾ宅⋡との関ಀなどの居住⪅≉性との関ಀが考៖

されていないため、居住⪅≉性と花台฼⏝の関ಀ性につ

いて᫂らかにする必要がある。本研究では、花台のある

市営住宅に╔┠したが、花台のない市営住宅の緑化⋡の

実ែや居住⪅ព㆑とのẚ㍑を᳨ドする必要があると考え

る。本研究では花台の形状をㄪᰝしていない。花台ᑓ⏝

の᤼Ỉ設ഛについては今ᅇのㄪᰝでは☜ㄆされなかった。

花台には様々な形状があり、花台の形状によって、花台

での植木鉢の個ᩘや栽培ពḧも␗なると考えられる。␗

なる形状の花台の฼⏝状ἣをゎ᫂するࡇとが今後のㄢ題

である。 

 
ㅰ㎡ 

ㄪᰝに༠ຊしていただいた大阪市営住宅の住民の方々にࢺーࢣン࢔ 

していますか͇とᑜࡡた⤖果、ࠕⲡ花ࠖのᅇ⟅が ��㸣ࡳ

られた（ᅗ 㔝⳯ࠖはࠕ。（� 2�㸣で、ࠕⲡ花ࠖとẚ࡭ると低

く、ࠕ果物ࠖはさらに低い。๭合は低いものの、ࢶࠕタ 、ࠖ

ࢣコࠕ  。Ỉⲡࠖのᅇ⟅もあった（写真2）ࠕࠖ、

ḟに、͆花台でどのように栽培していますか と͇ᑜࡡた

⤖果、ࠕ植木鉢を置いているࠖが ��㸣௨上で、ࠕ植木鉢を

つるしている 植木鉢をかけているࠖがࠕࠖ 1๭⛬ᗘあり、

られた（ᅗࡳ花ቭをసって地植えしているࠖもࠕ �・写

真 3）。さらに、͆ 花台で何を౑って栽培していますか͇

とᑜࡡた⤖果、ࠕ何も౑っていないࠖが ��㸣近く、ࠕ園ⱁ

ᨭᰕࠖが 3�㸣⛬ᗘである（ᅗ 1�）。๭合は低いが、園ⱁ

ネࢺࢵなどもある。ࣜࣞࢺス・ラࢳスは㠀ᖖに低く、⿦

㣭ⓗではない。ただし、ࣜࣞࢺス・ラࢳスは⫼の㧗いも

のがあり、落下の危険性を考៖している可能性がある（写

真 �）。 

͆花台に植木鉢はいくつがありますか と͇ᑜࡡた⤖果、

21ࠕ、1㹼�ࠖ個の๭合が᭱も㧗いがࠕ 個௨上ࠖもࡳられ

た（ᅗ の㑅ᢥは花台で地植えをしている（写ࠖ�ࠕ。（11

真 �）。 

（㸲）ᒃ住㝵ᩘと᱂ᇵの≧ἣ 

居住㝵ᩘと花台・バルコニーでの植物栽培の関ಀ性をศ

ᯒした⤖果、植物を栽培する๭合は㝵ᩘに関ಀなく、��㸣

⛬ᗘでࡰ࡯等しい（ᅗ 12）。㝵ᩘが㧗くなる࡯ど、花台

だけで植物を栽培する๭合が低くなり、バルコニーだけ

で植物を栽培する๭合が㧗くなっている。また、ࠕ植木鉢

等が外に落ࡕると஦ᨾになるࠖのᅇ⟅⪅について、居住

㝵ูにࡳると୰㧗ᒙが᭱も㧗い（ᅗ13）。 

ᅗ 1� ᒃ住㝵ᩘẖの᳜≀᱂ᇵの≧ἣ 

 

ᅗ る࡞ると事ᨾにࡕ外にⴠࡀ➼ᮌ㖊᳜ࠕ�1 ᱂ᇵし≀᳜ࡽࠖ࠿

      ᒃ住⪅のᒃ住㝵ẖの๭ྜࡓとᅇ⟅し࠸࡞

（㸳）花台✵㛫のㄆ㆑と利用≧ἣ 

花台のㄆ㆑と฼⏝状ἣをศᯒした⤖果、花台は植物を栽

培する設ഛだとࠕ▱っているࠖᅇ⟅⪅についてࡳると植

物栽培をしているேが⣙ �1㸣とከく、ࠕ▱らないࠖᅇ⟅

⪅を見ると、栽培していないேが⣙ ��㸣とከい。（ᅗ 1�）。

花台の⏝㏵がࢃかっていても、ᅗ �のࠕୡヰしにくいࠖ 
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ᅗ 1� ᳜≀᱂ᇵ௨外の花台の利用≧ἣ 

ᅗ 1� 花台࡛᳜≀᱂ᇵ௨外の利用᪉ἲ�」ᩘᅇ⟅ྍ� 

   

写真 � 花台࡛᳜≀と㣭୍ࡀ≀ࡾ⥴に⨨ࢀ࠿て࠸る例（左）と

᳜≀᱂ᇵと≀ᖸしのሙᡤࡀศࢀ࠿て࠸る例（右） 
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ると஦ᨾになるࠖなどの理⏤でࡕ植木鉢などが外に落ࠕ

花台を฼⏝しないᅇ⟅⪅は⣙ ��㸣である。ࠕ▱らないࠖ

では、୧方↓栽培の๭合が㧗いが、花台で植物を栽培す

る๭合は 2�㸣（୧方で栽培の๭合と花台で栽培の๭合の

合ィ）௨上がある。ࡇの⤖果から、花台の฼⏝法がࢃか 

らなくても、花台で植物を栽培できるࡇとがศかる。 

（㸴）花台の᳜≀᱂ᇵ௨外の利用≧ἣ 

1�᳜≀᱂ᇵ௨外の花台の利用≧ἣ 

植物栽培௨外の花台の฼⏝状ἣをศᯒした⤖果、植物

栽培௨外の฼⏝をࠕしているࠖᅇ⟅⪅では、バルコニー

で栽培（1���㸣）と୧方↓栽培（33�3㸣）の๭合は㧗い

一方で花台だけで栽培は 2��㸣と低いࡇとから、花台で

植物を栽培すると他の฼⏝がしにくくなるࡇとがࢃかる

（ᅗ 1�）。 

��᳜≀᱂ᇵ௨外の花台の利用᪉ἲ 

植物栽培௨外の花台の฼⏝方法と฼⏝状ἣをศᯒした

⤖果、඲体から見ると㣭り物を置いているᅇ⟅⪅ �ྡ୰

一ྡは植物と㣭り物一⥴に置いて࠾り（ᅗ 1�）、植物を

㣭り物の⫼景や㣭り物と⤌ࡳ合ࡏࢃて、雰囲気づくりに

役立てている。一方、ࠕ物置ࠖとࠕᕸᅋ等をᖸしࠖでは、

花台で栽培すると物ᖸしや物置の㑧㨱になり、ᕸᅋやὙ

℆物が汚れる可能性があるため、花台で栽培する๭合が

低くなると考えられる。௨上の⤖果から、植物の栽培ス

ペースと物ᖸしのスペースはศける必要があるといえる

（写真 �）。 

 

㸱�⤖ㄽ 

௬ㄝ 花台により、緑化⋡が㧗くなるഴྥにあるࠖࠕ（1

については、植物栽培の๭合は༙ศ௨上あり、花台で植

物を栽培しているேは ��㸣でࡳられた。また、ᅇ⟅⪅の

�㸣は花台だけで栽培するとᅇ⟅して࠾り、ࡑの理⏤では、

花台があるからࠖというᅇ⟅が����㸣と᭱もከい。௨ࠕ

上の⤖果、花台があるࡇとで植物を栽培するᅇ⟅⪅が඲

体の ��3㸣Ꮡᅾするࡇとから、花台には緑化⋡をྥ上さ

ୡヰしにくいࠕ、る効果があるとゝえる。一方でࡏ 植ࠕࠖ

木鉢等が外に落ࡕると஦ᨾになるࠖ等のཎᅉで、花台に

植物を栽培しないという現状もある。 

௬ㄝ 花台緑化の┠ⓗのひとつは都市緑化のためでࠕ（2

あるࠖについては、花台で栽培しているேは都市緑化に

関ᚰはないという⤖果だった。花台は住戸ഃにྥいて࠾

り、外部からは見にくくࡇとがᙳ㡪していると考えられ

る。都市緑化に㈉⊩するためには、花台が外部からも見

えるようにする必要があるだࢁう。 

௬ㄝ 低ᒙ㝵の住戸の花台の緑化⋡が㧗いࠖについࠕ（3

ては、㝵ᩘと緑化⋡には関ಀ性は見られなかった。 

௬ㄝ 花台空間は緑化௨外の஦᯶に฼⏝されているࠕ（�

可能性があるࠖについては、植物栽培௨外の花台の฼⏝

は 12㸣でࡳられた。ࡑの୰でもࠕᕸᅋ等をᖸすࠖのᅇ⟅

が᭱もከい。花台を物ᖸしや物置として฼⏝する場合、

ᕸᅋやὙ℆物が汚れる可能性があるため、植物栽培する

๭合は低くなる。 

 ௨上の⤖果から、物が落下しにくいように㓄៖した上

で、地上㝵から植物が良く見えるように花台を設ィする

必要性があり、ୡヰしやすい㧗さとᖸし物などを㑧㨱し

ない఩置にィ⏬するࡇとが㔜要だとゝえる。また、植物

栽培௨外の花台の฼⏝が減少するように、༑ศなバルコ

ニー空間も必要だと考えられる。 

 

㸲�⪃ᐹ 

 ᪤ 研究 ��からは、外からの┠⥺を㞃したり、㏻⾜ே

に緑をឤじさࡏるため、バルコニーの手摺壁を日射㏱㐣

壁にすると自主緑化をㄏ発しやすいࡇとが♧၀された。

しかし、花台の場合、植物は外から見えにくく、住民は

都市緑化のために花台で植物を⫱てるࢃけでないという

⤖果から、花台は都市緑化ྥ上のために設ィされたもの

ではなく、室内からのどⅬで設ィされた可能性が㧗いと

考えられる。 

 

㸳�௒ᚋのㄢ㢟 

また、本࢔ンࢣーࢺㄪᰝはᅇ収⋡が ��1㸣と低く、花

台に関ᚰのあるᒙに೫っている可能性があるため、┠ど

ㄪᰝをేࡏて実᪋する必要がある。また、ᖺ㱋・居住Ṕ・

日୰のᅾ宅⋡との関ಀなどの居住⪅≉性との関ಀが考៖

されていないため、居住⪅≉性と花台฼⏝の関ಀ性につ

いて᫂らかにする必要がある。本研究では、花台のある

市営住宅に╔┠したが、花台のない市営住宅の緑化⋡の

実ែや居住⪅ព㆑とのẚ㍑を᳨ドする必要があると考え

る。本研究では花台の形状をㄪᰝしていない。花台ᑓ⏝

の᤼Ỉ設ഛについては今ᅇのㄪᰝでは☜ㄆされなかった。

花台には様々な形状があり、花台の形状によって、花台

での植木鉢の個ᩘや栽培ពḧも␗なると考えられる。␗

なる形状の花台の฼⏝状ἣをゎ᫂するࡇとが今後のㄢ題

である。 

 
ㅰ㎡ 

ㄪᰝに༠ຊしていただいた大阪市営住宅の住民の方々にࢺーࢣン࢔ 
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１１．．研研究究のの背背景景とと目目的的  
日本のニュータウン（以下、17という）には高度成長

期に作られた数多くの公的賃貸住宅があり、人口減少時

代の中で住民の高齢化や建物の老朽化、空き室の増加等

の様々な課題を有する。近年、こうした公的賃貸住宅の

活性化を目指し、住宅所有者や住民・地域団体・民間事

業者・行政等が連携して空き室・オープンスペース等を

活用した様々な事業を展開し、入居率の増加や賑わいの

創出といった成果を出しているところもある注��。 
� 特に、経済的要件等から住棟の建替や集約事業の実施

が難しい地区では既存ストックを活用した再生手法は有

効であると考えられるが、事業の企画や実施主体、資金

面等が課題となり、事業の創発や継続に苦慮する場合も

多い。また、様々な世代の住民にとって住みやすい居住

環境を提供するためには、各世代が魅力を感じられる複

数の多様な事業が創発されることが望ましいが、同様に

容易ではない。こうした課題を克服し、公的賃貸住宅の 
再生手法として確立するためには、既存ストックを活用�

�  

した再生の展開プロセスに基づき具体的な事業が創発さ

れる過程を整理し、その要因を探ることが重要である。�

大阪府住宅供給公社（以下、「府公社」という）が所

有する泉北17（堺市南区他）の茶山台団地では、これ

まで府公社が様々な主体と連携して団地内の活性化に向

け空き室や集会所、オープンスペース等の既存ストック

を活用した様々な事業を展開し、その多くが継続してい

る注��。�

本研究では、公的賃貸住宅の再生に向けて連続的に

様々な事業が創発され、継続している茶山台団地の具体

的実践について分析し、（�）公的組織による計画等や施

策といった政策的側面も踏まえた事業創発の経緯、（�）

事業の実施主体や運営形態・財政的側面・プロモーショ

ン手法を明らかにした上で、（�）事業創発プロセスと寄

与したと考えられる要因仮説を導き出すことを目指す。 
本研究で政策的側面に着目するのは、後述するように

もともと茶山台団地の再生が「泉北 17の再生」という 
より広域の政策目標も踏まえて府公社において意思決定 

 

ストック活用型団地再生の事業創発のプロセスと要因に関する研究 
－大阪府住宅供給公社� 茶山台団地の取組を事例に－ 

Research on the Process and Factors of Project Emergence  
in the Stock-utilizing Housing Complex Regeneration  

- Case Study on Chayamadai Housing Complex : Osaka Prefectural Housing Corporation-

○中川健太
�，伊丹絵美子
��

NAKAGAWA Kenta, ITAMI Emiko 

The purpose of this study is to clarify the process and factors of project emergence in the stock-utilizing 
housing complex regeneration. The object is “chayamadai housing complex regeneration” that is carrying 
out in chayamadai , Senboku Newtown.  
As a result, we have derived the process and seven hypothesized factors of it’s project emergence.  
In order for the project to be continuously emergent in the stock-utilizing housing complex regeneration, it 

was suggested that it is important to effectively utilize policy, human, and financial factors and promotional 
methods while changing the roles of a housing complex owner and collaborative partners in a step-by-step 
manner according to the situation. 

キーワード：団地再生，ストック活用，公的賃貸住宅��事業創発�

Keywords: Housing Complex Regeneration, Stock Utilization, Public Rental Housing, Project Emergence 
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῝くឤㅰいたします。また、大阪市営住宅に関する様々な㉁問に୎ᑀに

ᅇ⟅していただいた都市ᩚഛᒁ住宅部⟶理ㄢの方々にもᚰよりឤㅰい

たします。 

 

ὀ 

ὀ1� 2�21ᖺ �᭶、大阪市の࣍ー࣒ペーࢪの市営住宅一ぴをཧ考にした。 

ὀ2� 大阪市に花台をᩚഛしたពᅗや┠ⓗについて、࣓ールで問い合ࢃ

設ィの⤒⦋に関するᩥ⊩は有りまࡧ花台空間のṔྐཬࠕ、た⤖果ࡏ

ࠖ。ࢇࡏ というᅇ⟅があった。大阪市には花台をᩚഛしたពᅗや┠

ⓗに関する㈨ᩱがᏑᅾしないため、推 にṆまる。 
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